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北杜夫の書斎遺品 

 
― 旧制高等学校記念館への寄贈経緯 ― 

 
                   高 橋  徹（信州大学総合健康安全センター） 

 

１．はじめに 

 

2021年（令和3年）は、北杜夫（斎藤宗吉：1927年5月1日～2011年10月24日）の没後10年の節

目であり、同年10月には旧制松本高等学校時代の日記である『憂行日記』4)が新潮社より出版さ

れた。一方、東京世田谷の北杜夫邸は改築されることになり、2021年2月に旧邸宅は解体された。

その際、最後まで遺された多くの遺品は、北と縁の深い松本市の旧制高等学校記念館に寄贈され

ることとなった。 

遺品寄贈の経緯は、岩波書店の雑誌「図書」2022年1月号に「北杜夫と躁うつ病と Z 旗」12)と

題した短文にて発表したが、本論では、その過程を写真もまじえてより詳しく報告する。松本市

立博物館である旧制高等学校記念館に寄贈された北の遺品は、今後、研究資料や企画展資料とし

て活用されることになると考える。いくつかの偶然が重なり、複数の関係者が連携することで実

現した寄贈経緯は、「作家研究」や「博物館資料」といった観点からも興味深く、その過程を報

告しておくことには意味があると考えた。記述方法は、まず「図書」12)に掲載した一文（後半の

「Z 旗」に関する記述は本編では割愛し、別途、考察する）を引用した後、その前後のエピソー

ドを詳述する形とした。（敬称は略させていただいた）。 

 

２．寄贈経緯 

２-１．論文作成 

「昭和を代表する作家のひとりである北杜夫（本名斎藤宗吉）の逝去は2011年であり、2021年

は没後10年となった。私は精神科医として信州大学に勤務し、2018年から2021年まで『作家・

北杜夫と躁うつ病』と題する四編の論文を発表してきた。北は、父の斎藤茂吉と同じ精神科医

であり、また専業作家となってからは『躁うつ病』（双極性障害）に罹患し、その病状を数多く

のエッセイで詳述した。」12) 

「旧制松本高等学校（信州大学の前身）を舞台とした北杜夫著『どくとるマンボウ青春記』

（1968年）は、同校卒業生である北の回想記である。北にとって信州は『第二の故郷』であり、

そのつながりから信州大学附属図書館には、斎藤家からの寄贈蔵書からなる『北杜夫文庫』が

2015年に創設されている。」12) 

 

【解説】 

筆者（高橋）は、北杜夫と40歳以上の年齢差があり、リアルタイムに北作品に接した世代では
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ないが、青年期にもっとも愛読した作家が北杜夫であった。平成元年に信州大学医学部に入学し、

卒業して精神科医になった。精神科症候学や精神療法などの分野で論文を発表してきたが、2011

年からは病跡学の論文6,7)も作成するようになった。「北杜夫を対象とした病跡学研究」というア

イデアは漠然と持っていたが、具体的に動き出すきっかけとなったのは、2015年の信州大学附属

図書館「北杜夫文庫」創設記念講演会であった。斎藤家から寄贈された北の遺品書籍（約600冊）

からなる「北杜夫文庫」5)と記念講演会（長女・斎藤由香氏）に刺激を受け、日本学術振興会の

科学研究費助成事業に研究申請をした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

結果、2016～2018年度の挑戦的萌芽研究「作家・北杜夫の病跡学研究」が採択された。2018年

に第一報論文「作家北杜夫と躁うつ病 ―双極性障害の診断―」8)が日本病跡学雑誌に掲載。こ

の時期、本研究の存在をネットで知った竹内正氏（長野県在住の北杜夫研究家）14,15)から連絡を

いただき、竹内氏の自宅で情報交換。竹内氏が論文を発表してきた雑誌「信州大学附属図書館研

究」の存在を知った。本雑誌の発行元である信州大学附属中央図書館に赴き、投稿希望の趣旨を

伝えたところ、親族（斎藤家）の許諾を得ることを条件に、投稿可との返答を得た（その後、

2019年～2021年に3編の論文を同誌に発表した）9-11)。 

図１.「北杜夫文庫」創設記念講演会パンフレット 
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２-２. 斎藤家訪問まで 

「論文作成の過程で、斎藤家のご親族（喜美子夫人、長女の由香さん）とお会いする機会に恵

まれた。はじめは論文発表の許諾を目的にお手紙をさしあげたが、そのご縁で2019年10月に東

京、世田谷の斎藤家にお招きいただいた。」12) 

 

【解説】 

研究の趣旨をお伝えするための手紙を斎藤家にお送りした。すぐにメールと電話で、長女の斎

藤由香さんと斎藤喜美子夫人からご返事があり、論文作成と発表の承諾をいただいた。また喜美

子夫人は、北杜夫研究家の斎藤国夫氏（本名・青田吉正氏）を紹介してくださった。2018年12月、

新宿で斎藤国夫氏とお会いした際、『北杜夫ノオト』2)をいただいた注1。  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

翌2019年7月、信州大学自然科学館・附属図書館の主催で、松本市・旧制高等学校記念館にて、

「斎藤茂吉と北杜夫の親子昆虫展」が開催された（信州大学理学部・東城幸治教授が主催）。新部

公亮氏（日本昆虫協会理事。全国で「どくとるマンボウ昆虫展」を主催）の記念講演会を聴講。

図２. 青田吉正編「北杜夫ノオト」昭和 44年刊 表紙(左)背表紙(右)自筆サイン入り 
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そこで喜美子夫人とお会いし、世田谷の斎藤家にご訪問させていただく話となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-３. 斎藤家訪問 

「2019年に北杜夫邸を訪問したとき、書斎や書庫に遺された書籍や資料などを奥様が整理され

ているところであった。私の頭のなかには、没後10年に向けて、書斎再現を中心とした企画展

のアイデアがあった。」12) 

 

【解説】 

2019年10月27日、世田谷の斎藤家（北杜夫邸）を訪問。斎藤国夫氏と栗原正哉氏にも同席いた

だいた。（栗原氏は元新潮社の編集者。北杜夫を35年担当。元担当編集者のお話もお聞きしたい

旨をお伝えしたところ、喜美子夫人が調整して下さった）。北をもっとも身近で接した方々から、

様々な逸話をお聞きすることができた。 

応接間の本棚には、三島由紀夫や遠藤周作などからの献呈本や漫画本のコレクションが遺され

ており、2階の書斎もそのままの状態で保管されていた。また母屋とは別に建てられた書庫にも

多くの資料が遺されていた。 

 

 

図３.「斎藤茂吉と北杜夫の親子昆虫展」パンフレット 
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図４. 2019年10月27日 北杜夫邸1961年築(2021年2月解体) 

図５. 書斎机・椅子・作り付け引出し(右） 

図６. 書斎机・椅子・作り付け本棚(右) 
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図７．書斎 斎藤喜美子夫人(右)栗原正哉氏(左) 

図８． 書斎入口からの写真 右端に椅子 左奥が机と逆側の本棚 

栗原正哉氏(右)斎藤喜美子夫人(中央)斎藤国夫氏(左・背中) 

左奥にある押入れの資料をみているところ。 
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２-４. 斎藤家訪問後・寄贈受入れまで 

「松本に戻って旧制高等学校記念館（1981年に開設された旧制松本高等学校記念館を前身とし

て、全国にあった旧制高等学校の資料を集めて展示している）に、斎藤家からの遺品寄贈の受

け入れについて打診したところ、前向きな返答があった。そのため2020年3月に、同館学芸員と

北杜夫邸を再訪する予定としたのだが、コロナ禍で中止に。同年9月、奥様にご連絡したところ、

ご自宅（1961年築）の解体を、翌2021年2月に予定しているとのことであった。一方、旧制高等

学校記念館では、寄贈受け入れに際して審査会を通す必要があったが、コロナ禍にて長野と東

京の往来は難しかった。事は急を要する。ご家族と相談し、遺品を信州大学の空きスペースに

ひとまず移送する計画をたてた。2020年12月から2021年1月にかけて、引越し業者や宅配業者を

利用し、遺品一式を移動。さらに2021年3月に、信州大学において旧制高等学校記念館の仮審査

を受け承認。書斎机等一式と段ボール箱約24個からなる全資料が記念館に寄贈された。」12) 

 

【解説】 

遺品寄贈の受入れに関して、旧制高等学校記念館と情報共有し、2020年3月8日に学芸員の石原

氏と北杜夫邸に伺う予定としたが、コロナ感染の急拡大にともない直前に中止とした。その後、

旧制高等学校記念館学芸員の高山峻一氏を窓口として、松本市博物館と調整。寄贈受入れの方向

性は共有できたものの、実地検分なしでは判断できないこともわかり、一旦、筆者が所属する信

州大学総合健康安全センターの空きスペースに遺品を移送することにした。2021年3月12日、木

下守氏（松本市教育委員会・松本市立博物館館長）の実地検分を実施。仮審査で承認となり、遺

品を記念館に移送。さらに同年8月、本審査を経て正式承認され、北杜夫の全遺品が旧制高等学

校記念館（松本市立博物館分館）に寄贈された。 

図９．書庫 栗原正哉氏(右)斎藤喜美子夫人(中央)斎藤国夫氏(左)

多くの書籍や資料が遺されていた。 
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図１２.『月と10セント』に関連したアポロ計画取材時の資料 

1969年当時のNASA公式資料と英字雑誌 

図１１. 移送した書籍・資料などが入った段ボールの一部 

図１０. 信州大学総合健康安全センターに移送した遺品の  

一部(机・椅子等) 
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３．後日談  

 

正式に遺品寄贈が承認された2021年8月は、前年にコロナ禍で延期された東京オリンピックが

開催されたが、コロナ第5波（デルタ株）による緊急事態宣言が発出された時期でもあった。（筆

者が所属する総合健康安全センターでは、学生と教職員を対象に、職域ワクチン接種が7月～10

月に連日実施された）。一方、2021年は北杜夫没後10年でもあった。これにあわせて、斎藤国夫

編・北杜夫著『憂行日記』4)が2021年10月に新潮社より発刊された（巻末資料１）。旧制松本高

図１４. 寄贈遺品を信州大学から旧制高等学校記念館に移送 

する学芸員の高山氏(左) 

図１３.『輝ける碧き空の下で』創作・取材ノオト 
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等学校時代の日記を斎藤国夫氏が翻刻したものであり、詳細な注釈と解説が巻末に付されている。

旧制松本高等学校時代を著した『どくとるマンボウ青春記』をより深く理解するための貴重な資

料といえる。昆虫学者を志した北杜夫（斎藤宗吉）が、父・斎藤茂吉の厳命によって東北大学医

学部を受験することになる経緯は『どくとるマンボウ青春記』に詳しいが、『憂行日記』の虫に

関する記述の多さからも、北の昆虫学志望が本物であったことを伺い知ることができる。北の自

然科学の素養は、理系の視点（客観的な観察者の視点）をもつ作家としての立脚点となり、これ

は当時の日本文壇では稀有な資質であったと考えられる。 

コロナ第5波が収束するなか、旧制高等学校記念館は企画展の準備を進め、翌2022年1月23日～

2月20日に、「第10期市民学芸員養成講座成果発表企画展」として北杜夫の遺品展示が開催された

（巻末資料２-３）。それとは別の話として、筆者の論文指導者である松下正明氏（東京大学名誉

教授）が6-11)、筆者を岩波書店編集者の猿山直美氏に推挙して下さり、それが本論で引用した

「北杜夫と躁うつ病と Z 旗」（雑誌「図書」2022年1月号）12)の掲載につながった。振り返ってみ

れば、偶然の積み重ねと人の縁、そこからの連鎖反応に背中を押される形で事が進んでいったよ

うに思われる。コロナ禍はときに障壁となり、一方で思い切った決断をうながす要因となったか

もしれない。 

 

４．結語  

 

松本市旧制高等学校記念館の企画展において、北杜夫の書斎が再現された（巻末資料４）。こ

れに関連して、1997年発刊の『マンボウ酔族館 パートⅤ』に掲載されたエッセイ「机と椅子」

を以下に引用する3)。（下線は筆者による）。 

「私は中年になってから、ソウウツの気配が出てきた。ウツになると無気力になり、二階の書

斎にあがっていく元気もなくなる。仕事もほとんど引き受けず、わずかの仕事も階下の四畳半の

炬燵の上、食堂の机、或いは寝室のベッドの上でする。従ってウツの二年間くらいは、二階の机

を使うことはまったくない。そのため、私の古机は未だこわれもせず、まだその外観をとどめて

いるのである。それにもう何年か私はソウになっていないので、二階の書斎は『あかずの間』と

なった。机の上にも埃がつもって、とうとう妻が布をかぶせてしまった。かくて私の古机は、私

の死んだあとも残っていることであろう。」3) 

晩年はあまり使われることのなかった書斎の古机かもしれないが、作家の象徴であることにか

わりはない。北杜夫は、間違いなく昭和を代表するベストセラー作家であり、縁の深い松本の地

において書斎再現を実現できたことは、松本市民として嬉しい限りである。松本市立博物館分

館・旧制高等学校記念館が、北杜夫を語り継ぐための拠点となることを期待している13)。 
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注1：「北杜夫ノオト」2)は、青田吉正（ペンネーム・斎藤国夫）が、早稲田大学在学中の1969年     

    （昭和44年）に出版した小冊子。北のインタビューや年譜などが掲載されており、その内容

の多くは「北杜夫の世界」1)に再録された。一方で、商業誌には未発表の内容もあり、本

冊子で北は、当時の服薬内容として、「クロルプロマジン」を「50ミリくらい使ってる」と

語っている。また友人の医者から「混合精神病」に似ている、と言われたとも述べている。 

北杜夫による本冊子巻頭言「このパンフレットの成立に一言」の一部が以下。 

「何年か前、一青年から手紙がきて、そのあと私は彼と会った。私は読者とは面会しない

主義である。それを破ったのは、彼が、私のずっと昔に詩を投稿した雑誌などをずいぶん

と揃えていることを知ったからである。その中には、私自身が失なって手元になく、そう

いうことすら忘れていた雑誌もあった。青年は、その二冊ほどの雑誌を、無造作に私にく

れると言った。『これは貰っていいのか、君はぼくのものの蒐集家らしいが、君はどうす  

   るのか』と尋ねると、彼は、『かまいません。ぼくはまた探します』。と、ひとこと言って、

そのまますぐ帰っていった。私は内心感服もし、感動もし、同時に、妙な野郎だ、とも

思った。そのまま彼は私のまえから消え去り、そうしてまた何年か経った。ふいに、一通

の手紙がきた。昔のことが述べられているので、私はその青年から雑誌を貰ったことを思

いだすことができた。内容は、某大学の文学部の雑誌（それは学内紛争のため最後の一号

になるという）に、あなたのことを特集したいので、インタビューできないか、というこ

とであった。（中略）その後、前記の青年から連絡があり、大学の雑誌はついに出ないこ

とになった、自分としては個人、または少数のグループでパンフレットなりを作りたい、

と言ってきた。」 
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巻末資料１.    

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斎藤国夫編・北杜夫著『憂行日記』新潮社, 2021年 

 

北の書斎にあった斎藤国夫(青田吉正)の名刺 

旧制高等学校記念館所蔵  

「北杜夫の雑誌までみんな集めてる若者」は北のメモ 
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2022年10月5日開催 『憂行日記』編者・斎藤国夫氏講演会 

信濃毎日新聞 2022年10月7日（許可 No.2206202） 
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巻末資料２. 2022年1月20日～2月20日開催・企画展パンフレット 
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巻末資料３． 企画展新聞記事 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 信濃毎日新聞 2022年1月20日(許可 No.2206201) 



54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民タイムス 2022年1月22日 
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巻末資料４. 市民タイムス掲載記事 2022年2月16日～3月11日 
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補足：左下の「乞食名刺」は、新潮社の栗原正哉氏が北杜夫からの依頼で、昭和60年代以降に作成したもの。 

栗原氏の指摘で判明したため、ここに補足して修正する。 
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